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平成9年度から年会費が1万円になります
HAJの通常会員の「年会費」が、平成9年度（平成9年4月1日～平成10年3月31B)分から1万円

となります。

これは平成6年5月に開催された理事会において年会費の改定が検討された過程で、当時6千円から1

万円に改定するにあたり、段階的に8千円を経て平成9年度から1万円と決定されたものであります。皆

様のご理解をお願い致します。

年会費は前金制となっておりますので、 6月30日までに納入をお願いします。

ニンチン・カンサ募集 ヌン(7,135m)募集

ラサから半日行程の所にヤムドク・ツォと呼ば インド・ ヒマラヤのサマーキャンプとして、 19

れる大きくて美しい湖があります。その湖を見下 98年夏もカシュミール・ヒマラヤで開催します。

ろすようにそびえているのが名峰ニンチン・カン カシュミールの盟主ヌンの高峰登山とラダック

サ(7,206m)です。 の素晴らしい雪上のヒマラヤの旅が楽しめます。

HAJの登山隊は全てガイド登山ではありませ 記

ん。自己責任を認識して登山隊を構成します。 1．期 間:1998年7月19日～8月23B(36日間）

記 2．隊 員:10名

1．期 間1998年7月19日～8月25日（38日間） 3．費 用:75万円

2．募集人員10名程度 4. 〆切り:定員になり次第

3．負担金:80万円 5. 申し込み:HAJ事務局まで

4． 〆切り:定員になり次第

5． 申し込み:HAJ事務局まで

’’ 今回（96,11）のトレッキングは、地元の人にも数人しか会えぬ静かなルー

トだった。その間、たえず顔を見せてくれたのが、ガウリシャンカール

(7,034m)の雄姿。

ネパール側から登山許可対象のリストにあるが、実際には許可されるのは

困難らしい。一昨年拝んだマチャプチャレ(6,993m)と、 「神の山」に人が

近づけるのはいつのことだろう。

〔ハヌマンテ・ピーク (3,080m)から江尻健二〕
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ヒマラヤ会議報告第18回インド。
1996。 1 ． 12

栃木県南地区山岳協議会隊のヌンの報告（梅山

義弘氏)、栃木県庁谷峰会隊のKR-4の報告（大

橋隆氏)、 JR関東山岳連盟隊のホワイト ・セイ

ルの報告（知久隆氏）がそれぞれスライドを交え

て行われた。

15 ： 15～16: 10 「現地情報」

当日飛び入り参加して下さった、マナリ在住の

日本勤労者山岳連盟前会長森田千里氏より、イン

ド全般の最新情報や興味深いトレッキング・エリ

アの情報を語って頂いた。

16 : 10～16:30 「事故対策と処理」

山森欣一専務理事から、 ヒマラヤ登山の遭難事

故の実態と事故原因などの簡単な説明があり、登

山隊の計画書の記入内容のアドヴァイスと、HA

Jへの計画書送付協力依頼があった。尚、 「事故

と環境対策」については、 3月23日に研究会を催

すので是非参加して頂きたい旨のアピールがあっ

た。

これで予定の会議日程を終了し、八木原圀明常

務理事の挨拶で閉会となった。

インド・ヒマラヤ1996年

入山状況

インド登山財団(IMF)によれば、 1996年イ

ンド・ヒマラヤを訪れた外国登山隊は47隊で、前

年に比べて19隊の減少であった。

国別では、イギリスが10隊、次いで日本とスペ

インが7隊、韓国5隊、オーストリア4隊、アメ

リカ（米印合同隊1隊を含む）とフランスが3隊、

オーストラリア、シンガポール、チェコ、 ドイツ、

ポーランド認イタリア、カナダ、マレーシアが各

1隊となっている。

入山地域別では、ウッタル・プラデシュ州が26

隊と相変わらず人気が高く、ジャム・カシミール

州が10隊、 ヒマチャル・プラデッシュ州が7隊、

シッキム州が1隊、その他不明が3隊となってい

新春恒例のインド・ヒマラヤ会議は、今年で第

18回を数えたが、 1月12日池袋のかんぽヘルスプ

ラザ東京会場で開催された。

会議には、全国各地から、96年登山実施隊や97

年にインド・ヒマラヤへ出かける予定の登山隊の

方々等36名の参加をみた。

HAJの山森欣一専務理事の開会の挨拶の後、

会議日程に入った。

－日程一

9 ： 20～11 : 50 ｢1996年インド・ヒマラヤの

総括及び許可取得から出発までの実務ノウ・ハウ」

HAJの寺沢玲子常務理事から96年の入山状況、

入域事情、登山規則の変更、出発から現地での渉

外業務のノウ・ハウなどについて、引き続いて中

川裕常務理事から隊荷通関についての説明があっ

た。また、インド・ヒマラヤでの登山経験豊富な

尾形好雄常務理事から、自身の体験を踏まえての

具体的なアドヴァイスや質疑応答があった。

入山状況では、 IMFからの仮許可取得後に内

務省からの不許可連絡を受け、時間切れのために

遠征を断念したインドのボンベイ登山協会隊や日

本隊の話が興味を引いた。

登山規則関係では、 96年秋からの登山料の値上

げや、有事の際を考盧しての救援者費用をカバー

する保険加入の再度の要請が、 IMFからあった

事などの説明があった。

隊荷通関関係では、 94年4月からアナカン扱い

ではなく、一般貨物として扱われる事になった事

の再確認の説明があった。また、ガス・カートリッ

ジや医療用酸素ボンベの輸送については関心が高

く、危険物の輸送方法、現地での入手方法やLP

Gガスポンベからのリチャージの方法などが、一

般参加の方々からも体験談を交えて紹介された。

エントリー・ヴィザ申請の留意点などについて

は、例年と同じように注意事項の説明がなされた。

13 : 00～15 : 00 ｢1996年登山隊報告」
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る。

日本は7隊と、前年に比べて5隊の減少となっ

た。内3隊はIMFからの登山許可の内諾を受け

た後、内務省からの許可取得がスムーズにいかず、

登山を中止している。

一方、インド隊の方は97隊と、前年に比べて30

隊近く増加した。もっとも、インド隊の入山状況

はIMFでもよく把握できておらず、現時点では

定かではない。

先にも触れたように、96年はIMFからの許可

内諾を受けながらも、内務省からの許可取得がス

ムースにいかずに、時間的な制限から登山中止を

余儀なくされた登山隊や、正式許可を取得しなが

らも、活動中に陸軍から退去させられたインド隊

など、 トラブルがあった。

ハリシュ・カパディア率いるインドのボンベイ

登山協会隊が、東部カラコルムのチョン・クムダ

ンⅡ峰(7,004m)の試登後、 インド最北端に位

置するシアチェン氷河のインディラ・コルを目指

したところ、インド陸軍に許可を取り消され、遠

征の中止を余儀なくされた。

日本隊も、 ヒマチャル・プラデッシュ州では、

登稜会ディオ・ティパ登山隊の柳穰氏が単独入山

を認められずに断念したのを始め、同じくヒマチャ

ル・プラデッシュ州のチャウチャウ・カン・ニル

ダ(6,303m)を予定していた群馬県高校教職員

登山隊（大沢清隊長）は、二転三転の後、最終的

には許可を取得したものの、時間切れで断念した。

また、ウッタル・プラデッシュ州のガンゴトリ

地域でも、日本香港登山隊（成末洋介隊長）がラ

クタバン氷河左岸の未踏の無名峰(6,803m)の

仮許可受諾後、ヴィザ申請の段階で不許可を知ら

され、代替の山の申請をしたものの時間切れで断

念した。

1980年以降の日本隊の推移は、下記表を参照願

いたい。

日本隊の遭難事故は、前95年、 96年と2年続い

てゼロを記録しており、入山数に対する死亡率は、

2.5％と若干低くなったものの、過去17年間の死

亡者数は36名と云う多さである。

インドヒマラヤ登山隊の推移

1997･1･12HAJ 人人
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1996年インド隊の記録

隊 長 期間 結果山 名 標高 名隊

4/15～5/15x

4/20～5/190

5/'0-6/'08

ArumSamant

S.K.Chakraborty

Col.J.C.Joshi

Gya

Phawararang

Thelu

Koteshwar

KedarDome

PanchChuli-n

-Ⅲ

Jogin-I
-Ⅱ

-Ⅲ

Chaukhamba-I

Baljuri

KedarDome

Rataban

SudarshanParbat

SnowCorn

UnnamedPeak

Kamet

AbiGamin

KedarDome

Gya

MamostongKangri

Jogin-m

HanumanTibba-I

MakarBeh

ChOngKumdan-n

Baljuri
Bhanoti

Thelu

StockKangri

SiachenGlacier

KharchaParbat

Kalanag

Indrasan

DeoTibba

CB-13

CB-46

6.794

6,349

6,002
6,035

6,830

6,622
6,314

6,456
6,342
6,116

7,138

5,922

6,830

6,167

6,507

6,225
6,187

斤庁F一戸

イフイ00

7,355

6,830

6,794

7,516

6,116

5,928
6,069

7,004

5,922
5,645

6,002

6,153

TheClimbers

JadavpurUniversity

AltitudesHighAdventure

5/20～6/20

5／5～6／6×
×

DipenSamanta

D.R.Muni

SouthCulcuttaTrekkersAss.

TheExplorers&Adventurers

1.B.Deshmukh 5/15～6/15YashwantiHikersKhopoli

5／5～6／4

5／15～6/150

5/1～5/300

5/15～6/15

5/1～5/30

5/6-6/158

ParvatAbhiyatriSangha

YouthAdventureAss.

SaadMountaneers

Charai-UtraiKidderpore

Mountaineer&Climber'sCircle

VariantMountaineeringClub

ShamalSarkar

AmarshiDharajia

RarjanDeshMukh

P.K.Bhattacharjee

SaumitraG.

PrajapatiBodhane

6/15～7/151 xPuneVenturers N、H.Shelar

6/15～7/150

6/15～7/15 x

6/10～7/10

6/1～6/30 x

6／1～6/30

MountaineersAss.

HimalayanTrails&Treks

Mountaineering&Allied

RajaramAdventureSportsAss

UtkarshSportsAss.

SatishGaikwad

YousufZaheer

RajeevMidha

B.T.Madhavi

PradipRaver

6／20～7／4 ×

6／15～7／15 ×
○

6／2～7/15

6／4～6／17

7／5～9/1資料
参照

7/10～8/150

7／1～8／2○

7/15～8/14 x

TheMountaineers

Rocks&Snow

HarishKapadia

DibhasDas

R. 1.M．C

WelhamBoy'sSchool

TheMountaineers

TheClimber'sGroup

Fon. for,NatureExpl.&Env.

SnowlandMountaineersAssmb

Co1.N.P.Yadav

V.K.Panuli

HarishKapadia

SujitRit

MohanK．V.

SamirSengupta

０
７
１
１
４
５
２
６
５
２
６
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８
２
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６
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２
０
０
２
０

２
３
２
０
２
０
６
６
４
６
６

，
７
１
７
７
１
７
１
７
７
１

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

7／8～8／8Shailbrhamar,Thane S.K.Borse

7/15～8/1510Phhams"Kangri
LungserKangri

Lopgo
ChhamserKangri
LungserKangri

IPCL R.Z.Rana

7/1～7/301 ><
○
×

HimalayanMedicalCamp MalanNag
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山 名 ｜標高 隊 名 隊 長 期間 ｜結果

KangYisay

Fluted

DongRimo

CB-13

CB-13a

KuluPumori

Jogin-m

UnnamedPeak(HP)

Tanak

KedarDome

Kalindi

Menthosa

Gangstang

Jogin-I
－Ⅱ

－Ⅲ

Tharkot

Swargarohini-I
－Ⅱ

Lepsadhura

GulapKangri

M-10

Rudugaira

Bhagirathi-n

ChandraParbat

UnnamedPeak

Jogin-n
‐Ⅲ

WhiteSail

GuanNelda-n

CB-14
-17

‐18
－19

ChamserKangri
LamserKangri
Lopgo

StockKangri
GulapKangri

KanglaTarbe

Bhanoti

Tent

Kamet

Kamet

PapSura

6,400

6,122

6,160

6,264
6,240

6,553

6,116

6,318

5,992

6,830

6,103

6,443

6,162

6,456
6,342
6,116

6,099

6,252
6,247

5,913

5,900

5,852

5,819

6,512

6,728
6,739

6,342
6,116

6,445

6,158

6,078

5,890

6,622
6,666
6,405

6,153
5,900

6,325

5,645
5,961

7,756

7,756

6,451

KutchTrekkers

CentralRailwavAdventure

RockClimbingSchool

ClimbersCircle

7／15～8／15

7／21～8/19

7／28～8/19

7／29～8／28

C.S.Mistry

A.B.Kulkarni

RajniRakshit

MoniralHagus

○
×
○
×
○CGDAAdventureClub

Techlife

SahyagiriTrekkers

KashmirMountaineeringTeam

KarnatakaMountaineeringAss

MainakExplorers

LayulMountaineering&Skiing

SantragachiShailoSathi

AlpineTrekkers

S.S・Sandhu

NakrandGodbole

MakarandSPendse

S.HussainMir

S.Sudhakar

AshokKumarGhosh

Col.PremChand

SoumajitRoy

AshokBaSu

7／8～8／4

7/1～7/30

7/20～8/20

7／21～8／7

8／15～9/15

8／15～9/15

8/10～9/10

8／1～8／30

8/17～9/16

○
○

○

8/15～9/15

8／1～8／30

HowrahMountaineeringClub

HimalayanTrekkersMt'neers

NareshSabharwal

S．S.Negi

×

×
○

8／24～9／16

8／8～9／7

8／15～9／10

8/15～9/10

8／15～9／15

8／23～9／25

NCCBovs

Himadri

OrdnanceFactories

Climbers&Mountaineers

CrescentClub

HimdootMountaineeringAss

MajD.M.Pant

AsitKumarPaul

AshimKumarGhosh

P.Gavande

RajeshMukher]ee

MihirKumarGhosh

○
○

8／1～8／30OrdnanceFactryTrekkers SamirK.Guha

8/1～8/30

8/15～9/15

8／21～9／25

HowrahMountaineer&Trekkers

ScoutAdventureAss.

TheExplorersAdventureres

N.P.Rao

ArunPati

ParekhVija)

○
×
×
○

8/1～8/30Ms.PurnimaSoranTheExplorersAss

8/10～8/30APOLadiesExpedition Smt.V・Srinivasan

○8／9～9／17

8／25～9／24

CalcattaTrekkersYouth

OfficeronSpecialDuty

GopalRoy

R.Bhardwaj 8
VashistRishi

Mountaineers'Ass.

KamarhatiTrekkersAss

9/1～9/30

9/1～10/14

9／1～9／30

B.MPaul

B.S.Rov

PradipK.Kar

×

－4－



期間 結果隊 長山 名 ｜標高 隊 名

9/10～10/10

9／1～9／30

9／1～9／30

9/1～9/30

9/15～10/15

9／15～10/31

9／9～10/8

9/15～10/15

9／16～10/18

9/1～9/30

9/15～10/15

9/1～9/30

9/15～9/30

9/1～10/5

9/1～9/30

8/15～9/15

GautamMukherjee

PrasantRoy

Capt.UksRaghav

JayantKrRoy

MohanK.V.

UjjalChakraborty

BabanP･Singh

２
７
２
１
０
８
９
２
０
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７
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０
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７
６
０
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０
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０
０
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団
，
７
７
，
７
１
７
７
７
７
７
７
ｔ
７
７
１
７
９
７
１
，
‘
７
，

６
６
６
６
７
６
６
６
７
６
６
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
５
６
６
６
６
５
６
６
６
５
５
６
６
６
６
５
５

RUPTAPAS

CESCSports

HQRS.

AssamAdvebtureFoundation

SPARK

Himapathik

AAROHI

Bhagiarthi-n

Gangotri-m

Bhagiathi－Ⅱ

DeoTibba

Trisul-I

Gorichen-I

Tharkot

UnnamedPeak(AP)

Chaukhamba-I

SriKailash

SudarshanParbat

NarParbat

HanumanTibba-I

Gangotri-n

UnnamedPeak(UP)

UnnamedPeak(UP)
do

do

Shilla

Lhakhang
Runse

StockKangri
GulapKangri

M-8

NandaBhanar

NandaGhunti

Thelu

Rudgaira

PanchChuli-n

BandarPunchMain
－Ⅲ

BabyShivling

Barmai

GorichenMain

SugarRoaf
Kanchengyao

PlackPeak

Lamchir

Baljuri

PanchChuli-I～V

Baljuri

UnnamedPeak

○

GahrwalLiflesRe.

HimalayanBeckon

NandadeviMountaineeringFon

ChndannagarMountaineering

NatureClub

DurgapurMountaineeringAss.

SonrpurArohi

JNUMountaineeringClub

Co1.A．P.Singh

BiswadebGhosh

S.P.Doiphode

KalyanBanik

AnandVaidva

ArvindPatel

D.Mukherjee

D.K.Dube

○

○

○

9／1～9/30Explorers PranayBordoloi

9／1～9／30SamoroshSahaMountaineers'YouthRing

9／3～10/3

9／8～10/4

9／26～10/25

9/15～10/15

9／27～10/12

9／1～10/15

9/10～10/10

ShikharMountaineeringClub

TheClimbers

KanchenjungaFoundation

GuwahatiCollege

ParaglidingAss.

TSAF

Nature&Sports

ParaworldAdventure

Parvatarohi

APO

BallyBhagirathi

BhadrakaliPadatik

NCCGirls

Dr.S.R.Chowdhurv

K.V.Mohan

I.Mukherjee

TarunSaikia

Capt.A.Kumar

P.C.Sahoo

MahadebThakur

×

×
○

9/1～9/20

9／19～10／16

10／1～10/30

10/1～1l/15

TaparSharma

RanvirSingh

○

UjjawalGanguly

10/1～10/31

10/1～11/5

BibuthiPaul

10/10～l1/10

10/6～11/6

11／1～12/15

R.S.Airv

AlokShan

J. S.Gulia

AdventureLoversAss.

HimalayanMountaineers

IBEXAdventureClub

２
５
２
３
９
６

５
６
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1996年外国隊の記録

名山 名 ｜標高’ 隊 隊 長 期間 ｜結果

(U.P)

チャウカンバーI

テレイ・サガール

チャンガパン

チャトランギーⅢ

ジョギンーI

ナンダ・デヴィ東峰

テレイ・サガール

ガンゴトリーI

バギラティーⅢ

バギラティーⅢ

テレイ・サガール

メルー

シヴリン

サトパント

マナ・パルバットー I

タルコット

シヴリン
バギラティーⅢ

ブリクバント
テレイ ･サガール

シヴリン

テレイ・サガール

メルー

ナンダ・グンティ

トリスルーI

バルジュリ

ラムチー

パギラティーⅢ

(J&K)

カン・ユセー

ヌン

ストック・カンリ

ヌン

○
×
×
○
○
○
×
○
×

韓国

韓国

イギリス

スペイン

シンガポール

韓国

スペイン

帯広わらじの会

スペイン

スペイン

アメリカ

オーストリア

韓国

スペイン

韓国

イギリス

アメリカ

4/12～5/26

4／19～5/31

5/12～6/22

5／2～5/30

6／7～7／7

7/21～9/12

7／27～8/31

8／28～10/16

8／15～9／15

8／22～10／8

8／15～10／20

8/20～9/30

8／28～9／30

8／25～10/10

8/15～9/20

9／14～10/13

8/20～10/2

８
４
６
３
６
４
４
２
４
４
４
０
３
５
４
９
３
４
２
４
３
４
０
０
０
２
２
４

６
０
６
９
５
３
０
７
５
５
９
６
４
７
９
９
４
５
７
０
４
０
６
９
２
２
６
５

０
９
８
３
４
４
９
６
４
４
０
６
５
０
７
０
５
４
７
９
５
９
６
３
１
９
６
４

１
１
１
ｊ
７
７
７
７
１
１
，
７
，
７
７
７
７
１
７
７
，
７
７
７
７
７
７
７

７
６
６
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
５
５
６

８
４
６
３
６
４
４
２
４
４
４
０
３
５
４
９
３
４
２
４
３
４
０
０
０
２
２
４

６
０
６
９
５
３
０
７
５
５
９
６
４
７
９
９
４
５
７
０
４
０
６
９
２
２
６
５

０
９
８
３
４
４
９
６
４
４
０
６
５
０
７
０
５
４
７
９
５
９
６
３
１
９
６
４

１
１
１
ｊ
７
７
７
７
１
１
，
７
，
７
７
７
７
１
７
７
，
７
７
７
７
７
７
７

７
６
６
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
５
５
６

MamKi-Chang

JaeHongAhn

RogrPayne

JosM. J.Bravo

L.J.K.Justin

JeongJeon－Mo

PedroR､Sanchez

森実裕

JuanPadilla

RuizB.JesusMaria

JordanK.SmithJr.

AndreasOrgler

MinHoPark

P.M.Zurutuza

MinKyuChung

PankajKushwara

MarkAlanRichev

×

×

×
○
×
○
×

８
８8／30～10／16KarelSykoraチェコ

10/7～11/30

9／1～10/11 x

9／11～10/22 ><

9／12～10／6×

9／1～10／29×

9/15-10/128
9/1～10/120

WalterHadersdorfer

AtholThomasWhimp.

馬目弘仁

AndrewDonaidNisbet

MichalJaworski

GeorgeRichardHealey

ドイツ

オーストラリア

松本ClmbingMateC

イギリス

ポーランド

イギリス

GrahamRowbotamカナダ

○
○
○
○

6／22～7／13

6／29～8／3

7／24～8／11

7／6～8／4

7／25～8／23

7/15～8/6

7／26～8/20

HansFischlmaier

DenisChatrefcu

山本悟

ErichResch

梅山義弘

Ms.G、R.Olmuller

MichaelPelle

０
５
３
５
５
０
７

０
３
５
３
３
０
７

４
１
１
１
１
８
０

７
７
７
７
７
，
１

６
７
６
７
７
５
７

０
５
３
５
５
０
７

０
３
５
３
３
０
７

４
１
１
１
１
８
０

７
７
７
７
７
，
１

６
７
６
７
７
５
７

オーストリア

フランス

鳥取山岳協会

オーストリア

栃木南地区山岳協議会

オーストリア

フランス

ヌン

○
×

サラ・シュワ

クン

ハ

b－



山 名 l標高 隊 隊 長 期間 ｜結果名

クン

クン

ストック・カンリ

(H.P)

CB-14

KR-4

KR-4

ムルキラー10

ホワイト ・セイル

クル･アイガー

サウス・パルバティ
ピラミッド

(Sikkim)

ダﾙドﾝドﾏｰル

チョンブー

（その他）

無名峰
無名峰

無名峰(Tindrusi)

無名峰

8／15～9／12

8／2～9／1

8／2～8／23

７
７
３

７
７
５

０
０
Ｊ

７
７
６

スペイン JosebaA.Uriaguereca

FranckMarginier

TimBird

×
○
○

フランス

イギリス

○
○

東京学芸大学

宇都宮県庁谷峰会

イギリス

イギリス

JR関東山岳連盟

イギリス

アメリカ／インド

村上芳男

上杉純夫

MichaelRoyFrancis

JohnD.Rose

桜沢善之助

CrahamE.Little

米/DonaldJ.Goodman
印/Cap.Villa

7／25～8／29

7／25～8／23

8/11～8/31

8／2～8/31

8／11～9／22

8/31～10/6

9／7～10/13

８
０
０
５
５
６
７
６

７
４
４
７
４
４
２
３

０
３
３
８
４
６
１
０

７
７
９
９
７
７
，
，

６
６
６
５
６
５
６
６

八

×
○
○

8

9/10～10/30ｲギリス５
２
１
６
７
３

６
６

DouglasKeithScott ×
×

イギリス GrahamDavidWilliams６
０
４
８

２
６
０
８

０
９
０
９

６
５
６
５

×

○
○

8／1～8／26

9／6～10／5

RomanB.Diaz

MassimoMarcheggiani

スペイン

イタリア

東京新聞の本’東京 本

山の情報誌岳人
特別作画

南米インカ・トレイルを行く

春のフンザとバルトロ氷河

ネパールの夢のトレッキング

初夏のロッキー特選コース

中部の山岳会と奥美濃の山

創刊50年世界のアルピニストたち

仙台のクラブ、東北の沢を行く

屋久島の緑深い峰々と人

山の達人と訪ねる秋の北海道

撮影クラブと秋の大峰山脈へ

フリークライミング天国・岡山

冬の奥秩父に生きる山人たち

97年

★1月号

昌月号

★a月号

4月号

★S月号

★B月号

★フ月号

日月号

9月号

★10月号

11月号

12月号

第1特集

日本の雪山大作戦

富士見十三州の山

山スキー大滑降

アルプスの雪稜

花と森の山旅

私の花の名山

今から間に合う海外のI11

みちのくの山と沢

修験の山は名山

紅葉の山、尾瀬と南会津

晩秋、湯けむり紀行

身を守る雪1I1技術

GAKUJIN

人山
毎月15日発売(§舎開間)定価670円

■本誌の年間購読ご案内

本誌の購読は、全国の書店、東京新聞販売

店、中日新聞販売店、北陸中日新聞販売店

で承ります。

直接購読ご希望の方は、 とじ込みの振替用

紙に「岳人何月号」からとお書きのうえ、

送り先郵便番号、住所、氏名を明記して、

ご送金ください。

郵送料は通常号116円、特大号124円です。

年間贈読料は8,480円で送料は当社負担で丈

お求めの本誌に乱丁、落丁がありましたら

お取り替えいたします。 (★は特大号となります）

東京新聞出版局(悪頚)聖灌蕊葛霧雛鳥望罷坐製

ワ

ーィ－
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中高年？ ヒマラヤ流れ旅（12／終） 1995．3．2～8．8

旅のつれづれ
－ 口

｡ロ

ノ子阿部

として爽やかだ。大津さん宅に招かれて旧交を温

め、Jai-Himalに立ち寄って今村(HAJの古

い会員）パーティのロールヮリン情報の返事を確

認したり、帰日までの休日を楽しんだ。

離れる8／5の昼、観光次官のP.Mシュレス

タさんがホテルへやってきて“天気が良いからナ

ガールコットにピクニックに行こう”と言う。車

には奥さんと娘さん2人と、登山局長のH.S.シュ

レスタさん、途中で奥さんの姉さん夫妻を加えて

計8人の楽しいヒト時となった。丘の上は、91年

にワイフと訪れた時は何も無かったのに、 この4

年でホテル・ヒルに変わってしまった。山は雲に

覆われて隠れていたが、TeaHouseInnのベラン

ダ・レストランの日向は、青空が大きくて気持ち

がいい。案内された隣の建築中の豪華ホテルの部

屋からは、エヴェレスト山群を一望できると言う。

ナガールコット ・ トップに寄って、夕方ホテルに

戻り、その夜、RNALで関西空港に向かった。ナ

マステ、 ヒマール。

（2）旅の心

●ハートさまざま

もともとは、経済競争社会に35年間操まれてボ

ロポロになった心を、新たに創り直そうとも思っ

た。一切の束縛・規律・枠組から逃れて心をリス

トラするには、見果てぬヒマラヤをアテもなくｲ方

復うエンドレス・ワンダーしか、僕にはなかった。

それが、思い出すだけでドキドキ興奮してくる、

あのトキメキは何なのだろう。

①｛ハプニング｝古い昔に燃え切れずに終った筈

の残津が、再び燃えさかったのだろうか。登山と

は違って登頂目標はないから、際立った達成感も

生まれない代わりに挫折感もない。成り行きに身

を任せながら、その場その場のハプニングでベス

トと思う方法を考えれば、自ずとベターな方向に

進んでいく。全て決めてから行動するのでなけれ

ば、全てをハプニングだと受け止めれば済む。

（1）旅のエンディング

●インドからネパールへ戻る

7／30、夜遅くホテルに着いて、その清潔さに

驚き、白いふとんに思わず頬ずりした。久しぶり

のバスタブでガンゴトリの汗を落とし独りビール

で乾杯すると、もう旅を懐かしむだけで良い解放

感と一抹の虚脱感が酔いを早める。その夜から三

晩、旅の夢を見た。ガンゴトリの白い道を行くと

大きいマンダラに突当たり、そのアシュラムから

細い厳しい道が続いて門が現れたが、それは開け

て貰えなかった。きっと、ゴウムクからガンゴト

リ氷河を奥へ進みたかった、その後ろ髪だったの

だろう。そして門は、雨で引返したスルカンダ・

デビィの、 くぐらなかった門のようだ。次の夜は、

ジャオンリBCから頂きへ進む夢だった。きっと

BCへ行き頂きを見たかった思いだったに違いな

い。そして3日目は確かにカンジロバの峠へのア

プローチであったが、それは逆に西から辿るジャ

オンリに変わっていた。緊張感もストレスも緩ん

だばかりで、もうソレが懐かしいのだろうか、あ

るいはまた戻りたいとでも言うのだろうか。

インドでの残務は、シカール社の精算（少し戻

しがあった）はすぐ終って、ジャオンリ隊の遺品

の件だけであった。この春BC付近で発見したと

言う隊長とは電話で話せたが、すぐボンベイに出

張すると言うので遺品の確認はできなかった。 ク

マール社長に曰本隊の物かどうかの確認を頼み、

近くデリーに戻るHAJヌン隊の中村喜吉隊員

(札'幌）に後の処置をお願いした。あとは懐かし

いインペリアル・ホテルでビールを飲み、近くの

RNALオフィスでチケットを仕入れて、 8/2

トマンズに飛んだ。あ～、帰ってきた。

●ラスト・デイズ

カトマンズでは、あと帰るだけの3日間、友人

達への挨拶と旅の名残りを惜しめばそれでよかっ

た。モンスーンで今日も雨なのに、気持ちはスカッ

－8－



②｛開き直り｝初めの頃は“明日は12km.1600m

の登りで500mの下りダ、着くのは4時半か”な

どと計算もしたが、毎日続けば“また朝から夕方

まで登って下って歩きやあいいイイんだろう” と

開き直るとすごく気がラクになる事を知った。

③｛自分イジメ｝難所や疲労続き、明日の不安な

どでは、つい怯んで逃げ腰にもなる。そんな時は

イジメが効果的だ。 “男が泣きベソかくな！ ”そ

れとも老人病院のベッドでヌクヌクと永眠したい

のか?！ それなら始めから来なけりやよかっただ

ろう ！ 。

④｛鼓舞｝ カトマンズやイスラマバードで町に長

くいると早く出たくてムズムズしてくる反面、山

で長くなると疲れや暑さや慢性化で、ボケーッと

ただ歩いている事がある。そんな時は“おい！お

前はパキスタンにいるんだゾ。今、ヒンズークシュ

のコルに上るんだゾ！ ”意識を鼓舞してハツとさ

せると、 “アシ”と再び燃えてくる。

⑤｛説教｝時には“これだけ歩いて登ったんだか

ら、 もうそろそろ良いじゃないか” とラクを促す

から、時には計'|示を垂れて自己叱H宅し、原点に引

き戻す必要もある。 （一） この旅の“初心”を忘

れるな！ （二）果たせなかった青年に還れ！ （三）

40年の“時間のしがらみ”を切れ! (四) "目的

に”ではなく “今、居る事”を楽しみ充実させよ。

(五）乗らずに歩く誇りと喜びを持て！ （あ～、

これはまるで初心高齢登山者に対する説教だ）

⑥｛みんな一緒｝今回ヒマラヤ三国を巡った訳だ

が、それぞれの国や村や人に対する異文化や相違

に興味を持っても、自分を異邦人として見る必要

はなく、ビジネスはビジネス、それ以外は“みん

な一緒”の同居者感覚で接する事ができた。 トラ

ブルに際しては、事態や集団・人を解決のための

対象物として客観的に把える…つまり、ベンチか

らマウンドのトラブルをコントロールしている感

じでよい。

⑦｛原点｝決定的なトラブルが無かった事にもよ

るが、登山でもいつも “迷ったら原点に還れ”を

心掛けてきた事がここでも通じた。それにより自

分の路線を立て直せるし、たとえ誤っても道が正

しければ再出発できる。

●旅のスペシャリティ

▼ガンゴトリで旅を終る
．…

ネパールは、Myhome感覚。治安、

信頼、支援体制良く、費用安い°

安易。 トレックも定番コースを離

れれば新鮮、他は山岳観光化。

インドは、お隣り感覚。地域・人で差、

両極端で不統一。興味豊富。山・

コース・Ajentも選択次第。静

かさ楽しさ、新鮮さも。

パキスタン、よそ行きo国施策浸透。

治安・信頼・支援欠き、常に要注

意。山・コースは広域で選択性。

宗教支配性に興味。酒が不便。

①カンジュラルヮとの避遁②偶然のタ

ルヌー谷のヒュッテ（ダウラダール）

③予想を超えるメルヘン・ヴィーゼ

(ナンガ・パルパットとアルプ）㈱ス

カルド・バリーからヌブラ（ショーク）

流域の山

①フォクスクンド湖の七変化②聖なる

ガンジースロヮル（チョラパリ湖）③

雪のキャンジン（ランタン谷）の日向

①校庭Camp快諾のワリモー村校長さ

ん②楽しかったガネッシュでの娘ポー

ター③旅券問題で意気統合したスカル

ド警察署長さん

①カチュラ湖のシャングリラ・ リゾー

ト②カングラ・バリーのタレガル・パ

レス。H③タルヌー谷のメルヘンハフ

トなウデッチー・ハット

①カグマラ・ラのカンジロバ|｣_|群展望

②ヤクと湖と雪のシャンドゥール・パ

国感覚

･感激

． '洸惚

･感謝

･贄沢

峠印象
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｜ス③ヒンズークシュとズニゾムの見え

iるザニ・パス

、山展望＃ （上記以外）①ハニーパス下からのジャ

｜グドゥラの山々②チョラバリ湖からの

｜ケダルナート山群③BCからのウルタ

Iル㈱いつも見たラカポシ、雲間のトリ

｜スル・シブリン

・恐怖路！①死の匂い漂うラキオト谷のジープ道

i②細く険しいヒスパー・ナガールヘの

i崖道③融雪時がこわいフーシェ・バリ－

｜の道

・失望 ｜①登山基地でなかった中都市スカルド

！②シク行列とドンキー公害のヘムクン

｜ ド③ビジネスに走るカラシュ族ウーマ

l ン

・未達成！①雪に拒まれたガネッシュ氷河②雨に

｜拒まれたシャハーンドク・アプローチ

’＆タルコット峠③モンスーンでヤメた

iガンゴトリ氷河

・独り旅｜＜＋＞①モテる②マイペース③臨機応

i変

！＜一＞①高く付く②シェルパ本位に流

＃れ勝ち③どんぶり勘定

●旅の音楽

今回きっと長旅になり、様々な心境変化に対応

する音楽が必要になると思って、初めて音楽テー

プを120分×8本持参した。音楽は個人的な好み

に帰する事であるが、その想像された心境は（作

曲者は例）①爽快。うきうき （ハイドン、モーツ

アルト）②希望．憧れ（ドボルザーク）③孤独・

郷愁（シューベルト、ブラームス）④沈静・やす

らぎ（モーツアルト、 ショパン）⑤鼓舞．勇気

(ベートーベン）⑥挫折・厭世（西村朗、佐藤聡

明）などで、多くはインティメイトな室内楽であっ

た。

．良かった曲iハイドン（イタリアQ=日の出、

｜ ひばり、 ラルゴ)、 ドヴォルザー

｜ ク （ハーゲンQ=アメリカ、糸杉、

｜ ロストローチェ口協)、 コントラ

；バス（ゲーリー・カーは一番聴い

I たし特に“日本の詩情” ）、ベ－

； トーベン（カラヤン＝三重協、ロ

▼夢に現われたヌルカンダ・デヴィの門

鋒響羅驚童&稗,竿諏蹄p 弾

F戸

…

溌蟻：

２

承

ひ

夢

撹

橿

霜

穐

調

咽

■

■

■識

溌蝿弾
：弓 ．

慈蝿,蜂 ’ 4, 砂藩”
錨
率
鰄
愚
乳

齢

や鍜

坐
¥

吟蚤

凸

｜ ストロ＝チェロS、切り札はP協

#だったが聴くに至らなかった）な

’ ど心境の①②③であり、いずれも

！素晴らしかった。

・不要だった＃モーッアルト （中途半端)、ショ

’パン（夜想曲。Pソロならリスト、

｜ ブラーム)、西村・佐藤（⑥の心

；境ナシ)、ヴァイオリン・ソロ。

．欲しかったi黒人霊歌（ノーマンの魂の祈り）

音楽は、 ヒマラヤでこそ最も美しい（日記から）

「今日はランタンの山に囲まれたキャンジンの休

日だ。陽が雪の谷に燦々と降り注ぐ。風は冷たい

けれどロッジの庭に出て日向ぼっこ。下の村から

日本人女性2人が上ってきて、 “今日は”・ハイ

ドンの弦楽四重奏「ひばり」が周辺の白い山々に

飛び舞い、 「ラルゴ」がこの谷の奥のガンチェン

ポにまで響き渡る。贄沢なヒマラヤの休日だ。ほ

ら、 ラルゴの第2楽章だ！ これだ、 この緩やかな

アリオーソの流れは悲しいまでに夢を誘う。今度

は「アメリカ」…、 ドボルザークの最大の遺産だ。

そう言えばこの旅は、僕の一生の遺産だと思う。

そして昨年ワイフと歩いたカリガンダキ・ トレッ

クも、きっと夫婦としての何よりの遺産に違いな

い。他に何もない。あ、希望に燃える第3楽章だ。

歌え、ハーゲン1望郷のクレッシェンドだ｡」

・佳い音楽は、美酒を求める。

『テントの入り口をもっと開けよう ！暮れゆくフォ
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クスクンドの風と匂いと波打つ音をテントー杯に

誘い入れよう。ゲーリー・カーのコントラバスと

琴の調べは「この道」だ。そうだ、この道はいつ

か来る筈だったカンジロバの道、満たされる事の

ない悔しさの道だ。諦めはピークに立っ事よりも、

ヒマラヤの諦めであり、人生の望みの諦めでもあっ

た。せめてここに来ずして無念さを精算できる筈

はなかった。

惜しめ、灯を消せ！ 山の端に架かつた半月が、

黒い山影を映す闇の湖面に揺れている。躯え、飲

め、そして湖の独白を聴け。あ～、 こんなに酔え

る、燃えれる夜が欲しかったのだ！ この美酒を迷

わず飲め！灰色に包まれた湖面に、バッハの「主

よ、人の望みの喜びよ」が流れる。魂の叫びを鎮

めて浄化する、祈りの曲だ。この届かぬ神秘の世

界と、自分の何も成し得ない哀しみに、祈る他に

何が出来よう。 「悲しみの歌（深い川)」がフィナー

レを嘆き惜しんで去って行く。 もう何もない、祈

りすらもなく…。せめて闇に沈むフォクスンドと、

今宵、陶酔の世界に眠らせてくれ･･ ･」

（3）フィナーレ

もしかしたら、この旅はヒマラヤへの別れをも

予感できた旅だった。失われた過去のヒマラヤを

求めて、或いは希望を諦めたが故のセンチメンタ

リズムを満足させて、思い残す事のないように今

のうちに済ませてサッパリしたかった。既に先に

求める意味を捨てたし、思い出を倉l1る必要もなく

なっていた。以前のように村や人の写真をあまり

撮らず、 ヒマラヤの山だけに集中したのも、その

せいだったろう。これが本当の自分だったのだと…。

そして今後のライフワークの、新たな方向を見定

める空間を用意することをも、少しは期待してい

た。だが、今ヒマラヤは、挑戦すべき対象から愛

の対象に変貌した。

もっと留まりたかった。旅のトラブルやホーム

▼ナガール・コットの休日

シックもないし、 ヒマラヤの山に飽きた訳でもな

かった。パキスタンの後半から雨雲とモンスーン

に犯されてヒマラヤが隠れてしまったのだ。山が

見えなければ、それはヒマラヤではない。 しかし

ヒマラヤへの別れの旅にはならなかった。愛に変

容はしたけれども…。

将来に求める意味を捨てた中高年、いや高年の

好奇心は、失われた過去のロマンをひたすら湖る

ようだ。96年春、 28年ぶりにクンブを訪れたが、

11隊の隊員、シェルパ、ポーター、ヤクで賑わう

エベレスト ・クレイジーに犯されて、早々に引き

上げてきた。流れ旅の興奮と情熱はどこにもなかっ

た。今、僕の分身＝ダン吉が百年前のヘディンや

スタインや瑞超らの冒険の原点を求めて、ロブノー

ルや罠衞の砂漠に乾いた想いを馳せている。一度

行かないと、これも終りそうもない。

ヒマラヤを追い求め、なお向こうにある何かを

探ろうと、 うなだれたり、歓喜したり、泣きベソ

をかいたりして流れ歩いた半年の旅であったが、

どこかに利便社会からの逃亡ともう一つ、きっと

家出願望もあったのかも知れないと密かに思いな

がら、爽やかに家の扉を開けた。 “ただいま－シ”

（終）

： ☆
送り先〒170束京都豊島区束池表4-2-7禺宋ビルb01=-

日本ヒマラヤ協会機関誌編集部 TELO3(3988)8474 FAXO3 (3988)8502
＝審鐸率＝奉痔奉毒…奉奉＝＝＝癖＝奉蓉奉奉塚、琴奉辱潭､奉浄審奉毒奉毒奉＝零審率＝率､…
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小カラコルムからパミールヘ(3)

一デイラン(7,257m)、ムスターグ・アダ (7,546m)連続登頂一

岩崎 洋

2日間の休養を取り再度出発、上部の天気は今

一だが、明らかに悪天のピークは過ぎており、 3

～4日後の頂上アタック迄には好天期に入りそう

な希望的観測のもとA・B。Cへ向った。

ルートは相変らずで、西稜側からの雪崩、セラッ

クの崩壊に気を使いながらの登高を強いられるが、

アッラーの気紛か、只単に運が良かっただけなの

か、ともかく無事、A・B．Cに辿り着いた。

★

早い時間に着いたので、荷上げと偵察を兼ねて

尾根を詰める事にした、早朝であれば尾根の右側

に在るルンゼを行く事が出来るのだが、陽が当っ

てからでは気持ちの良いものでは無い。

雪が無くなればガラガラになるであろうその尾

根を、雪が残っていた事に感謝しながら一歩一歩

登って行く、高差にして500m程登るとトラバー

スの開始点である雪稜に出る。夏の日差しを思いっ

切り受けた雪面は、一歩を踏み出すのにもかなり

の勇気が必要で、 10m位1人で先に行ってみるが、

ルンゼのトラバースは雪の堅さが一定しておらず

不安になり引返す、アイゼン無しでは一寸きつかっ

た。此処から先、下降点迄、荷物をデポ出来そう

な場所も無く、雪も悪いので、全ては明日と言う

事にして荷物をデポし、ルンゼを一気に下ってA・

B。Cに帰った。

★

テントの外が明るくなる頃A・B。Cを後にす

る。早朝は尾根よりもルンゼにルートを取った方

が早い。直ぐ上にはスペイン隊の二人が登ってい

る、ルンゼから右の尾根に取り付き、上部は懸垂

氷河帯を登り、ダイレクトに6350m辺りに出る予

定だと言う。今日荷上げをして明日からアタック

との事、 うまくルートを見つけられればスッキリ

としたルートになりそうだが、山梨、スペイン、

そして我々のルート、どれも気持ちの良いルート

とは言い難い。

ルンゼから右に別れて登って行く彼らを見送り、

我々はなおも直上して行く、そして左の急な雪壁

を登ると尾根上の雪稜になっている所に出る。丁

度其処で尾根を直上して行く山梨のルートを横切

る事になる。彼らは此処から岩稜を登り再び雪稜、

そして懸垂氷河帯をトラバースして、我々と同じ

西稜上5800m～6000m地点へ抜けるとの事。

3パーティとも別々のルートだが懸垂氷河の脅

威に晒されているという点に於は同じである。晒

されている距離が一番長いのは我々のルートだ、

しかし、 ロープ°を張る必要は無く、全行程をコン

テで行く事が出来るので時間的には変わらない、

後は“アッラーの御意志の儘”。昨日の装備を回

収して我々は一歩を踏み出した。

★

ルートは分かっているのだが、状態はあまり良

く無く、スピードは上がらない、腐ってどうしよ

うも無い雪だが、無いよりはましと言うもので、

ぶつくさ言いながらも少しずつ氷河側に廻り込ん

で行く、 トップ.を行く鈴木もきつそうだが、私も

楽出来るわけでは無い、只、もう少しで未知の領

域に踏込んで行けると言う、期待と不安が入り混

じった、ワクワクするような、まるで遠い昔遠足

に出掛る朝味わったような、そんな気分に浸りな

がら登っていた。彼が何を思いながら歩を進めて

いたのか？知る由も無いが、何かしら楽しげな気

分を味わっていたに違いない、そうでもなければ

こんなに苦しいのに、前へ、前へと足を出し続け

られるわけがない。

やっとの思いで不安定な所を通過し終えて、さ
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らに恐ろしい雪壁を降り、下降点に着いた頃には

もう日が高かった。 「ヤバイ」気温は上昇し始め

ており、一抹の不安がよぎるが、今来たルートを

これから戻るよりはまだ前進した方が良さそうだ。

ロープをセットして下降に移る、 20m位下降し

た所に丁度良いリスが在ったので保険のつもりで

ピトンを打ち、ロープを結んだ。ガラガラの斜面

から雪壁を落石に注意しながら慎重に下って行く。

どうやらロープは氷河に届いているようだ。無事

氷河上に降り立ち鈴木にコールする、ロープ1本

とピトン2本は下山時に回収する事にしてそのま

ま残置、他のピトン類、カラビナ、シュリンゲも、

ほとんどデポした。軽くして少しでも早く西稜上

に出なければ……。此処から高差約千m、安全地

帯は無い。

鈴木が氷河に降り立ち、 2人で登鑿具の整理

(といってもあまり無いのだが）を始めたのとほ

とんど同時に例のいやな音が連続して聞こえ、数

メートル離れた雪面に石が突刺さるのが見えた、

一瞬2人共上を向いたまま化石状態になり、固まっ

てしまった、未だ氷河に入って一歩も踏み出して

いないのだ．．…．。早々にピトンを打ちロープの末

端を処理して、少しは軽くなったザックを背負い

出発、 2ピッチ程セラック帯をスタカットで行き、

其処からは50m目一杯ロープを延ばしてコンテで

｢一気に」と言いたい所だが「ノロノロ」と言う

表現が正しい位のスピードで、自分より上部に位

置するすべての物と音に精神を集中しながら登高

を始めた。

何処にクレヴァスが隠されているか知れないの

で、デブリの厚い所ではその流れのコンタクトラ

インを登って行く。向かって右側の斜面は見渡す

限り懸垂氷河がかかっているので、あまりそっち

の方は近ずきたくないのだが、クレヴァスを避け

るためにはどうしても右寄りに行かなくてはなら

ないので、緊張の余りか、体力が無い為か、心臓

が口から飛び出しそうである、振り返ると50m下

に鈴木が同じようにピッケルを突いている、その

遥か後方にはヒナルチェ氷河が見えていて、シャ

クトリムシの様ではあるが確実に高度は上がって

いるのを知る。左岸の尾根に目をやると山梨隊の

人達が雪稜を登っているのが見えた、彼らは未だ

▼西稜に突き上げる氷河を行く

ー

／
１
１

I

安全圏に居るのでまるで蟻地獄の底から上を見て

いるようだった、西稜に抜ける迄我々に休みは無

い、コールを交わしてまた登り始める。

★

気温が上昇するにつれ、あちこちで小さな雪崩

や落石の音が聞こえだした。週間予報では無いが、

今日の雪の状態なら大きなのは来ないハズ？だ、

今日は大丈夫、来るなら明日以降、登頂して帰っ

て来る頃には落ち切っているだろう。

非常に都合のいい、何の役にもたちそうも無い

事の様に思われるかも知れないが、結構真面目に

考えていた、何の根拠も無いと言われればその通

りだが、B・Cに入って2週間も経っているのだ

から、気を付けなければいけないが、自分達の判

断も一つの根拠だと思う。 100%の安全を求める

なら何も苦労してカラコルム迄来ずとも高尾山で

良いではないか。

とにかく我々の登山隊は2人だけなので、登り

のルートが悪かったら北面に降る事だって出来る

し、右へ行こうが、止めて帰ろうがまったくの自

由、その場で話し合って決めれば良いのだ、五月

の剣岳のような楽しい登山を味わっていた。

★
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西稜の雪壁に入った所でもうクレヴァスの心配

は無いと判断しロープを外した、斜面に向かって

右側は大きく雪崩た痕跡があり、降ったら少々危

なそうだが、今の状態なら保険に特約が付いてい

るようなものだ、恐く無いとは言わないが、此の

雪壁を抜けるのにこれ以上のコンディションを求

めてはいけない、なにしろ365日の中のたった1

日今日初めてやって来たのだ、私達には出来過ぎ

と言えるだろう。

迷わず正面の雪崩た跡とのコンタクトラインを

登り出す。単調な雪壁脊りを続け少しずつ高度を

上げて行くが、未だ5千m台なのに鈴木も私もピッ

チが上がらずとても苦しい登高を強いられた。

★

此のルートと言うか、ディランの南面自体が順

化活動に向いていなかったのだと思う、低いベー

スと不安定なルート、近くに手頃な山があるわけ

でもない、そんな中で5千m近く迄2回行ったき

りでアタックしてしまったのだから、苦しいのは

当然と言えば当然だが、今回の登山の目的を考え

れば半分は失敗と言える、パキスタンの場合6千

メートル迄は自由に行けるので、ルートにもよる

が時間があったら事前に他の場所で順化活動をし

ておくべきだろう、苦しい思いをするのは自分達

なのだから。

★

登るにつれ風が強くなって飛雪が顔に痛い、次

第に視界も悪くなりブリザードになってしまった。

上部の悪天は予想していたので、かえって雪崩の

心配が無くなった事に安堵する。途中であまりの

寒さに勇気を振り絞ってフリースを着る、ブリザー

ドの中雪壁でヤッケを脱いだり、ザックを降ろし

たり、億却だが、頂上よりも天国が近くなってし

まうので放って置く分けにも行かない。

視界の悪い中さらに登って行くと徐々に傾斜が

落ちて来て西稜に抜けたと知る。其処は只の吹曝

しで、 クレヴァスーっ見つからなかった、北面は

雪庇が出ているようで近ずけないし、尾根上は固

い雪と氷になっていて、穴を掘る事もサイトを切

る事すら出来ない。またまた「ヤバイ」視界がき

かないせいで広大なプラトーに見える西稜上でそ

んなに長くウロウロしているわけにも行かないの

で北面の雪庇の下に回り込める所を探したり、雪

庇の重さで出来たクレヴァスに潜り込もうとした

りしたが結局だめで、右往左往の末百メートル位

上部に我々を一夜隠まってくれそうなクレヴァス

を見つける事が出来た。少々掘り下げてブロック

を積みツェルトを張る。なんだか嵐の日の万国旗
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みたいだが、鈴木が中に転がり込んで来て一言、

「いや－黄金の御殿だな－」

風で雪が侵入して来たが気にせず、黄金の御殿

で一夜の夢を結んだ。

★

翌日少々風があり視界も悪かったが行動可能、

途中のコルでスペイン人の遺体を見つけた、北面

からのパーティが来ているのかと思って行ったら

最初にザックが在り、少し登ると次にうずくまっ

た彼が其処に居た…･･･・一面乳白色の世界で、な

んとなく別世界に行ってしまいそうだったので早々

に供物をして6350mプラトーを目差す、我々に何

が出来るわけでも無いのだ。う°ラトー直下はいや

な斜面のラッセルとなるが鈴木が頑張り無事抜け

出られた。我々の力ではとてもコルから頂上には

届かないと思っていたので一安心、一寸早いが風

の中「黄金の御殿」を張る。

夕刻より鈴木大不調に落ち入りアタックに不安

を覚えるがどうにもならず、 2人して水分の補給

に努め、寝る。一晩中御殿は旗めき、その度に霜

が降り掛り、熟睡は出来なかった。

此のツェルト、パタゴニアで使った時にあちこ

ち擦れて穴が開いており、其処から雪が入って来

る、畳と同じでツェルトも新しい方が良いようで

ある。

★

7月23日 ブリザード、視界はとても悪く、 150

m位登って諦め、サッサッとツェルトに戻る、散

歩にもならなかった。

★

鈴木は元気が無く不調だ不調だと言っているが、

私が見る限り頑張れば行けそうなので、一緒にア

タックしようと誘うと、付合いの良い鈴木は行け

る所迄行くと言うので2人でアタック、待った甲

斐あって天気は良い、風も何時の間にか治まり、

南にはナンガ・パルバットが大きく、北にはウル

タールが近い。フンザも見える。なんて懐かしい

光景だろう、鈴木は左前方を登っている。私はも

う少し右にルートを取る、氷は固く苦しいがもう

少しだ、 トラバースして雪壁をあがり、 「やった、

頂上だ」と思ったらなんと其処はプラトーだった。

｢話が違う」いやいや来る前に登頂の記録なんて

▼ディラン頂上に立つ

乳

鵯、

爵.F麺＆

蒲
唾

一つも見ていなかったのだ。

プラトー上に饅頭の様な小山が幾つか在り、そ

の最後に踏んだ、たぶん北稜の下降点あたりがい

ちばん高いように見えた、 ヒスパー氷河も見える

し、ルプガル・サール辺りの山々も見える、鈴木

と握手を交わしディランの半分は終った。 14 :05

分登頂。ベースでウィスキーを飲めばあと半分の

ディランも終る。

16．JAN･1997 (富士山頂にて）
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(ロイター通信）呼びかけている。

I::
《ブータン》

大森林火災発牛

3月にHAJと都岳連の恒例の高所登山事故防

止の研究（修）会が下記のとおり開催される。都

岳連は高所順応を中心に、HAJは雪崩を含めた

事故全搬とテイクイン、テイクアウト中心の内容

となっている。高所の登山やトレッキングを計画

されている人は、この機会に両方の参加を勧める。

カサドゥラプ近くで山火事が発生、 3日間延焼

し、その被害は250ヘクタール85万ヌーに及んだ。

警官50人、森林帯内の住人100人それに近隣の村々

からボランティア50人が出動して消火活動したが、

植林地の80%が消失してしまい、植林としての価

値はゼロになってしまった。

ティンプーの森林課担当官によると、山火事の

原因はあるリンゴ園で不要な枝などを燃やしてい

たところ類焼したようで、完全なる過失であると

の事。山火事で森林が消失した地域はかっては乾

いた傾斜のある不毛の土地で、森林の喪失による

地滑りが懸念されている。 (KUNSEL)

高所登山事故と環境対策研修会のお知らせ

HAJ主催によって下記のとおり開催される。

記

日時 3月23日 （日） 9時～17時

会場豊島区民センター第三会議室

豊島区東池袋1-20-10a3984-7601

交通 JR、地下鉄、西武、東武各池袋駅下車

東口徒歩約5分（豊島公会堂横）

参加費3,000円

申込み申込害に参加費を添えて下記まで現金書

留または郵便振替で送金のこと。

〒170豊島区東池袋4-2-7萬栄ビル

501号日本ヒマラヤ協会

TELO3-3988-8474 FAXO3-3988-8502

内容雪崩からいかに逃れるか／アルパイン・

スタイルや有酸素登山に潜む危険／クレ

バス転落、疲労凍死／落石、落雷／テイ

クイン、テイクアウト （環境保護活動）

《インド》

アッサムで暴動続く

1月始め、アッサム北東部のコクラジャールで

少なくとも死者33人を出す列車の爆破事故があっ

たが、この事件は部族の暴動によるものと無縁で

はない。

1990年以降“戦闘地帯”といわれているアッサ

ムでは、外国人排斥運動をしている過激派ゲリラ

BLTF(BodolandLiberationTigersForce)を一

掃するために軍隊を出動させているが、アッサム

の州警察によると、非公式な数字ではあるが過去

9年間で5千人の命が失われていると云う。ポド

族はアッサム州の人口約2千百人中80万人を占め

ているが、本来彼らはアッサム人の統治能力を信

用しておらず、州政府に対して不満を覚えている。

彼らはまた、ボド族以外の者が彼らの伝統的な

部族の土地であるボドランドに移住し、無秩序に

森林を破壊して大邸宅を建設する事を政府が許可

した事に対して怒りを覚えている。

コクラジャール周辺地域では、事件に巻き込ま

れないように、自発的に夜間の外出を自粛する様

都岳連・第18回高所順応研究会のお知らせ

東京都山岳淳閣キ催の標記研究会が下記の通り

開催される。

記

日時 3月16 （日） 9時～17時

会場国立オリンピック記念青少年総合センター

渋谷区神園町3-1aO3-3467-7201

交通小田急線・参宮橋下車徒歩5分

参加費3,000円

申込み参加申込書に参加費を添えて下記まで現

金書留で送付のこと（〆切3月10日）

〒150渋谷区神南1-1-1岸記念体育館
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日本山岳協会内東京都山岳連盟

aO3(3481)-2397 FAXO3-(3481)2395

内容高所障害の実例と対処、高所登山の栄養

ガモフバッグとパルスオキシメーター他

ヨーロッパ人たちの力量を知ることもできる。 8

年もの時を経てよく刊行されたものであるO

B5版 111頁カラー8頁

〒 渋谷区初台1-33-5-501橋本方

：
…

澱議鍵鍵議蕊鴬 ビヨンド・リスク

ニコラス・オコネル著

メスナーからトモ・チェセンまで17人のクライ

マーに対して行ったインタビューの記録。 このう

ちヒマラヤン・クライマーは、前記の2人の他に

リカルド・カシン、 ヒラリー、ディームベルガ－、

ボニントン、ダグ・スコット、クルティガ、ジェ

フ・ロウ、ヴォルフガング・ギュリッヒが登場す

る。

インタビューの内容は、各人によって異なるが、

クライミングの話しから家族のことなど多岐にわ

たっており、その中にはそれぞれの著書では得ら

れない多くの教計||が語られていて、グイグイと引

き込まれて行く。

たとえば、 クルティカがロベルト ・シャウァー

と登ったガッシャーブルムⅣの登鑿について語っ

た中で「3人目の人間がいるという感じでした」

と云うくだりは、山田昇と斎藤安平が冬のマナス

ルを登った後でよく話していた「3人目がいるん

だよ」と云う精神状態と全く一致している。

それぞれ、インタビュー時の顔写真が載ってい

るが、どの顔も素晴らしく輝いている。残るフリー．

クライマー達のインタビューも含めて、是非座右

に置きたい大冊である。

変形版494頁 1996年12月15日刊

山と渓谷社3090円 （手塚勲・訳）

冬のデナリ

西前四郎著

植村直己、山田昇、小松幸三、三枝照雄ら日本

有数のヒマラヤ・ニスト達の命を奪った「冬のマッ

キンリー｣。本書は、その冬のマッキンリーに初

登頂した登山隊に参加した西前四郎の感動あふれ

る報告である。

時は今から30年前の1967年2月～3月である。

8人の隊員のうち、登山開始早々に1人がクレバ

スに落ちて死亡。結局登頂に成功したのは3人で

あった。西前は登頂していない。西前は「セント

エライアスとマッキンリー」の報告書の中で、 こ

のチームについて「ここには複数のチームに別れ

て行動するというタクティクスが理解されていな

く ･ ･…･」と書いている。

しかし、本書の中で語られている登頂成功後の

デナリ峠における3人の死闘の描写には迫真のも

のがあるし、 28年後に会った隊長だったグレッグ

の語る「命を賭けて冒険にのりだした隊員の意志

と気持ちを忘れてないかい」のくだりなど、 ヒマ

ラヤ登山と共通したものが数多く含まれている。

残った7人の近況なども報告されていて興味は

つきないのだが、残念ながら肝心の西前が本書が

上梓される直前の1996年10月10日急逝したという。

なんとも皮肉な結果である。写真が美しい。

A5版445頁カラー44頁1996年11月30日

福音館日曜文庫1,751円

-東京集会のお知らせ

2月24日（月）午後7時

HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、 JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

日時

場所
ガッシャーブルムⅡ峰

1988年夏に女子登筆クラブが派遣した登山隊の

記録。行動の内容が詳細に報告されているが、そ

の中には「ベルギー隊事件」と名づけられた所謂

ラッセルドロポウ式アルパイン・スタイルの実態

などもあり、人気の高い山で行われている普通の ■財政支援：田村正勝6500円
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ネパール登山の手引き(2)

国内登山手続きの概要
吾山シーズン 登山申請から出発までの流れ

言干面五詞
↓

ネパール・ヒマラヤの場合、登山シーズンは以

前は春、秋、冬の三季制だったが、 ’93年から夏

も解禁され四季制となった。 しかし、一般的には

モンスーンの前後ﾌﾟレ（春)、ポスト （秋）がベ

ストシーズンといえる。近年はポストに登山隊が

集中している。

冬季の場合、寒冷と強風を除けば比較的天候も

安定しているため、この季節に入る登山隊も増え

てきている。また慣例として12月1日以前にBC

を設け、シェルパの手によって下部のルートエ作

(サガルマータのアイスフォールなど）を進めて

おいて、 12月1日を期に隊員による登山活動には

いる方法や、 トレッキングピークなどで充分な高

所順応をおこない、 12月1日を期に一挙にアタッ

クに入る隊もある。今後、真の意味での冬季登山

が問われることだろう。

最近解禁となった夏季については、 もともとこ

の季節はモンスーンの悪天候に当たるため、入る

登山隊も少ないが、西ネパールなどあまりモンスー

ンの影響を受けない地域などには有効かもしれな

い。

各季節の期間は以下のとおりである。

春季（プレ・モンスーン） 3月1日～5月31日

夏季 6月1日～8月15日

秋季（ポスト ・モンスーン） 9月1日～11月15日

冬季 12月1日～2月15日

現地エージェントを通して観光省より目標とす

る山のブッキング状況の調査

↓

所属山岳連盟・協会、労山へ推薦状交付の手続き

↓

|日本山岳協会にて推薦状の交付
↓

’
現地エージェントに送付し、ネパール政府観光

省登山課に申請書類の提出

↓

登山許可害の発行（現地エージェントより登山

隊へ連絡がはいる）

↓

|登山料の払い込み｜
↓

|隊荷唖送｜
↓

｢田~莞1
これまでは、ネパールでの登山許可申請は日本

山岳協会の推薦状を取得し、ネパール政府観光省

登山課あてに外務省に登山申請書の送付を依頼す

る。いわゆる外交ルートによる申請であった。

申請手続きの簡略化が叫ばれている現在、日本

山岳協会において、この外交ルートの簡略化の申

し入れが行われていた。そして今回、外務省に登

山申請の送付の依頼をする部分が削除される予定

である。今回の手続きはそのことを前提とした。

よって登山隊は推薦状を取得したらネパール政府

観光省登山課に直接登山申請を行う事となる。

許可申請には規則によって自国の政府、国際山

岳連盟(UIAA)によって公認された山岳団体、

在ネパール大使館のいずれかの推薦状を添付する

事となっている。日本ではその任を日本山岳協会

が行っている。

ネパール登山のための許可取得について

前号に記載したネパールの許可峰は登山対象峰

とトレッキング対象峰とに大別される。前者はネ

パール観光省登山課、後者はネパール山岳協会が

窓口となる。後者のトレッキング対象峰はネパー

ル現地にて簡単な手続きによって登山することが

できるが、前者の登山対象峰については日本国内

にて許可取得のための手続きを必要とする。今回、

前者の登山対象峰の許可取得について述べてみる。
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外務省部分の手続きの削除によって多少簡略化

されたとはいえ、日本の場合、登山隊が計画を立

案し推薦状交付のための手続きに数ケ月の日数を

要してしまう。そのため簡略に推薦状を添付して

許可を取得している外国隊のほうがまだまだ日数

的に有利であるといえる。特に人気の高い8000m

峰のノーマルルートやプモ・ リ、アマダブラムな

どの山々は注意が必要である。そのため登山隊は

目標の山が決まったら利用する現地エージェント

などを通してまず目標とする山のブッキング状況

を観光省から入手しておく必要がある。許可の可

能性があるようならば速急に推薦状取得の手続き

を始める。推薦状が発行されたら現地エージェン

トへ送付しネパール政府観光省登山課へ提出する。

観光省からの許可交付の連絡は現地エージェン

トを経て登山隊に入る。

尚、申請書類は登山実施希望月の4ケ月までに

観光省に提出することとなっている。

推薦状取得と登山申請書類の提出

推薦状の取得

1． 日本山岳協会（日山協）が推薦状を発行する

のは傘下の都道府県岳連・山協加盟団体か日本勤

労者山岳連盟（労山）所属団体所属の登山隊に限

られる。最近の登山界の流れを受けて、都道府県

単位の組織に加入していない山岳団体に対しても、

推薦状を交付せざるを得ない状況もでてきており、

各方面の声を集約して、山岳団体から直接日山協

に申請できる可能性も探られているようだ。

各所属都道府県の山岳連盟・協会または労山に

ある「海外委員会」などにて推薦状発行の審議を

受ける。各所属団体の事務局に委員会開催までに

必要書類を提出する。各所属団体によって必要書

類などの部数や委員会開催などの形態も異なると

思われるので、各事務局に問い合わせたほうがよ

い。

－岳連提出必要書類一

（東京都山岳連盟加盟団体を例に）

（1）推薦状交付申請害 1通（派遣母体代表者

から都岳連会長あて）

（2）和文計画書 15部（計画概要、各隊員の山

歴書、地図、ルート図などを記載）

▼推薦状交付申請書〈例〉

く'ダイン'jノ 1 993年2jl 1 51｝

（社） 日本111F他公 バーバリアンクラプ ， ，

会艮斉膿一ﾘj 殿 代表金子秀_L･ '{
でJ7

海外登山に関する推薦状交付申請書

今般、バーバリアンクラプでは1 994年の秋期に、 ネパールヒマラヤのプモ・ リ峰

(7161m）に別紙計画瞥のとおり、母山隊を派適することになりました。つきましては

貴連盟の推薦状を交付願いたく申附いたします。

1 ．隊 の 名 称／バーバリアンクラププモ・ リ峰登山隊－ 1994年

Ba『baIi”ClubPumoriExpcdilion- l”4 ．

2． 目標とする山／プモ・ リ妹（7161m）

3．実施の llf lU」 ／1 994年秋lUl

4．隊長氏名及び隊貝名／隊良

隊員

野沢井歩

森尾 1通服

星野良子

藤巻 浩

杉坂 勉

荒井忠男

"

5．留 守 本 部／埼玉県桶川ilｱﾙjZ-8-l4 センチユリーイ1M川505

滴水帷方

矼話“8-772-1845

（3）誓約書 1通（登山隊長名にて卜記会長あ

て）

（4）英文アプリケーション（コピー） 1部

（日山協提出分のコピー)、隊員のバイオデータ

（顔写真付き)、目標の山の地図、写真が必要。

※日山協提出分の書類も同時に提出する。推薦

状発行と同時に書類は日山協へまわる。

2．各岳連常務理事会

海外委員会の審議で計画が妥当と認められれば

常務理事会の議を経て推薦状が発行される。

3． 日本山岳協会の「海外登山常任委員会」にて

審議を受ける。

－必要書類一

（1）推薦状交付申請吉 2通（各岳連・山協、

労山会長から日山協会長あて）

（2）推薦状交付申請書 2通（派遣母体代表者

から日山協会長あて）

（3）念書 2通（各岳連・山協、労山会長から

日山協会長あて）

（4）念書 2通（派遣母体代表者から日山協会

長あて）

（5）和文計画書15部

（6）英文アプリケーション（本文） 1部

英文アプリケーション（コピー） 1部

（7）各岳連・協会、労山にて審査した経緯書1
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通（各団体から提出）

日山協海外登山常任委員会では審議というより

も書類の不備がないかだけを見ていると言ってよ

い。

4．日本山岳協会の常務理事会

海外登山常任委員会で推薦状の発行が決まれば、

常務理事会の議を経て正式推薦状が発行される。

(手数料2万円）

ネパール政府観光省

登山課に申請書類の提出

5． 日山協にて推薦状を取得した登山隊は、英文

アブ°リケーション、隊員バイオタータに推薦状を

添付して現地エージェントに送付しネパール政府

観光省登山課に提出する。

ネパールの郵便事情を考えると、ネパールに連

絡事務所があるOCS、DHLなどの国際宅急便

を利用したほうが良いと思われる。

Mi,iWWf:,"" 、'' {kいﾝj!!') '1-u
Muu1lI軸【1“riI1gExpcJilionS“Iio【1
K1lhmandu,Nepal

SubicCl : AppIica【ioI1 FomlofMauIainccringExpcdi【ion

DerSir，

We,beingdcsirousof climbing7,161meler highpumoriHimalayanpcako( !he
kjI12domofNepal in IheautumI] seasonof 【heyear l994､ doherebyapply inaccordance

｡ . Expedition
蝿’脇柵職淵T・…RegulaLi[)nN･加"do別sMajesly' 5｡｡v"恥､"u"o
ilrf"i6&1""I"caJIyiDg.61,! !he,SxWi!iOno!.l"a@oVe.Wi",Wl'JMf"!
“'】fmcouraじrijin&~Wilhin lhflliflilsspccifieaby lhcMaulilaineeringEXpedilionRVles.o｢
iiiM. ."j55iyr~S~diVbrnijienl.Thedelail6ddcscripilonofourmounlamccringcxpediUon is
a昂 follows .

l .Nameo[dleMounlajneeringTcam:BarbarianclubPumoriExpedilion-1994

2.Nameof lhehomecounuy： Japan

3.Spnso『edby :BaIbarianClub

4. '_だadcrof lheExpcJiliDn Icam:Mr､AyumiNozawaI

5.NumberofmEmbcrsor 1heM”nIaiI1“ringTcam：6membcrS

6･PuIposcof lhecxpedilion:MOU､凶ineering

7.Nan1eo『 Il1epeaklobecIimbed：PuI11ori 7,l61meに『

8‘RouIes 〔o『 IhcexIxxlition tobcIoIlowEd：A5peraIIacheJ shecl

9.RouIeofaScc【1【 ：SoulhRidge

I0､Nunl抹｢o「 localpo｢Icrs lobeempIoyed: 50

11 ．Timcandduraliono｢ thcexpedilion:AuIumseasono｢ l994

FrumAugus【 loNobcmbcr

12.NumberofNcpaleSeworkerS :OI1cHcad''1an,011cHighIAlliludePorに『,
Th[ceB.CWorkcrs

13.N']1l1bcro[ 111cNCp3ligscmcmbcrsgoingbeyon,j lb'gbasccamp: 2

14.EsIimatctl expcndilurcan(I tllefinancial sourceorexpcdilion :
us＄36,960.00Paybaymembc『5

15．Approxlma【cwciglMof 【heequlpmcnl Iobeuscd:aboul l,000Kg5
16.Mcdiumor liaisoninKalhnlandu:CosnloTrek,P.0.Box2541,Lazinlpal,Kalhmandu

l7･Molhcr 1oI】gucof lhc leammembers ： J3pamc5e

l8,NamLofagcI1cySu”iyingh“JmaJ1,mDuI1la】、guide,higlh a】【i【udcpone｢Sa｣1J
worke『sor Ihcbasccamp：CosmoTrck

l9．M“nsoI Iran5pon〔o『 1hcmout】La』ncenng巴qu,pn1en1 ･

a)OuIsideNepal ？Byair

b)InsideNepal :ByUuckandporIers

20.Anyo山erpanjcular5：None

か"し…し
／

必〃""へ～Ayumi Nozawal

[&5derof 8arbarianClubPumo｢! Exped! !!op-!991
"ngbuMizonokuch! 602,1-IH.h!samOto,lakatu-ku"
kawasaki－shi ,Kanagawa･Japan

外務省に書類の提出

外交ルートが簡略され外務省に申請書類の送付

の依頼の必要が無くなったとはいえ、万が一の事

故の時にはお世話となるため、インド、中国など

の登山隊同様、在ネ日本大使館への便宜供与の依

頼状、登山計画書を提出するべきである。又計画

書には日夜連絡が取れる電話番号を記載する事。

－提出書類及び提出先一

（1）和文計画書4部

（2）関係諸機関に対する便宜供与依頼状 4部

（3）念書4部

外務省大臣官房文化交流部第二課（96年12月現

存相当者は根橋氏）

〒100束京都千代田区霞が関2－2－1

外務大臣官房文化交流部長宛

窓03-3580-3311 内線2873

（文責野沢井歩）

▲英文アプリケーション

▼バイオデーター〈例〉

’ BIODATAOFTEAMMEMBERS

ExpcdilionTeanu Namc :Barba'iimClubPul']unExpedilion- 1994
CapaciIy in lhcTeam: Lおadcr

写真
1．FamilyNamc ：Nozawal

2.Givcnn3m恩 ：Av1lmi

3Dale&PIaccofBirlh : 8/August/l964 1barakilapan

fNaUonalilV； Japan

5. 1IomcAddrcss ： 206-baIにhiO1u l〕niichi Nisl1isYo-macl1i Silkaidc←slliKagawaJallaI1

6．F｢cScmAddrcsS ： ､1.uyuzaki-kaIa5-32-l5DaizawaSeIagaya-kuTokyoJapan

7,OccupaIion：CampanyEmploycc

8.Passp(〕I1Nu. :MNll81084

9.P『eviousViSit inNcPal :Makalu- I l991

1().DuraIioI1ofP『eviol】sVisil :Aug～Oct l”1

1 1 ,MounIaiI1ecringBackground: Eu『ope抑Alps, l989

Makalu- I （8.463m）mNaPal， lwl

Nun(7, 135' 11） in ln〔lia． '”2

しｹ""､'し/'zウガ…〃
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日本・西蔵友好合同登山

クーラ・カンリⅡ(7,418m)登山計画

趣旨
活用しながら、細心の注意を払い且つ迅速な行動

により、初期の目的を達成する所存であります。

何とぞ、趣旨をご理解戴きまして、皆様のご支

援を賜りたくお願い申し上げます。

1997年1月

日本ヒマラヤ協会

日本・西蔵友好

クーラ・カンリⅡ峰登山隊

隊長山森欣一

日本ヒマラヤ協会（英文略称HAJ)は、広く

ヒマラヤ地域の登山、踏査、自然科学、人文科学

等について研究、実践するヒマラヤ愛好者約800

名で構成する全国組織の任意団体であります。

本会は、 1967年の創立以来ネパール、インド、

アフガニスタン、旧ソビエト、パキスタン、中国、

ブータン等広大なユーラシア大陸の山野を舞台と

して活動し、これまで登山、踏査隊だけでも80数

隊を派遣し成果を挙げて参りました。

また、これらの活動から得られた経験や情報に

ついて、会員内外に公表しております。

特に、中国につきましては、 1983年に初めて踏

査等を派遣して以来、40隊の踏査、登山隊を派遣

し、七千メートル峰4座、六千メートル峰4座、

五千メートル峰2座の初登頂に成功しております。

この中には、 1987年に西蔵登山協会と合同で登山

したラプチェ・カン(7,367m) も含まれており

ます。

その縁で、 このたび西蔵登山協会と親善交流を

深めるため、再び合同登山を実施することとなり

ました。計画段階では、目標をネパールとの国境

にあるヤンラ・カンリ （ガネッシュ・ヒマールI

峰7,429m)でありましたが、合同で偵察を行っ

た結果、アプローチに難があることが判明したた

め、ブータンとの国境近くにあり、未だ頂を踏ま

れていない名峰クーラ・カンリⅡを目標とするこ

ととなりました。

1997年は、日中国交正常化から25周年にあたり、

本会の創立30周年でもあります。さらにはラプチェ・

カン初登頂10周年でもあります。これらのことを

踏まえて、 この登山を通して日本と中国、西蔵の

民間親善交流をより深めたい所存であります。

もとより大自然の摂理は、人知を遥かに越えて

いることを肝に命じて、 これまでの経験を充分に

目標の山・登山目的

目標の山

クーラ・カンリⅡ (7,418m)

中華人民共和国チベット自治区洛札県

登山期間

1997年3月25日～5月23日（60日間）

登山目的

クーラ・カンリⅡ峰の初登頂

テイクイン、テイクアウトの実践（山岳の

自然を汚染しない運動）

日本と中国・西蔵の友好親善交流

1

2

3

隊の構成

隊の名称

日本・西蔵友好クーラ・カンリⅡ峰合同

登山隊1997年

(HAJ･TIBETJointKulaKangrinExp'97)

隊員数

日本側：山森欣一隊長以下7名。西蔵側8

名。

主催

日本ヒマラヤ協会／西蔵登山協会

推進の組織（日本側）

日本・西蔵友好クーラ・カンリⅡ峰合同登

山隊実行委員会

1

2

3

4

01
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会 長：稲田定重(HAJ理事長）

委員長：山森欣一（同専務理事）

実行委員：八木原圀明（同常務理事）

〃 尾形好雄（ 同 ）

ノノ 寺沢玲子（ 同 ）

／／ 中川 裕（ 同 ）

〃 野沢井歩（ 同 ）

〃 登山隊々員

5．登山隊事務局（留守本部を兼ねる）

〒170東京都豊島区東池袋4-2-7

萬栄ビル501号

日本ヒマラヤ協会

TEL: 03-3988-8474

FAX二03-3988-8502

6．現地連絡先

中華人民共和国西蔵自治区柿薩市林郭東路

8号西蔵登山協会気付

TEL:86-891-633-3687

FAX:86-891-633-6366

2日～3日 モンダにて高所順応訓練

5月i:}登山活動(師H間’
13日 モンダーシガツェ （ジープ°）

14日 シガツェ滞在

15日 シガツェーラサ（ジープ）

16日～19日 ラサ滞在

20日 ラサー成都（飛行機）

21日成都一北京（ ′′ ）

22日北京滞在

23日北京一成田（飛行機）

ブﾓﾖﾝﾂｵ恥カ
クーラ･カンリ ル

〆－－－?自38"△△¥72'6"
一〆 ／ 、､′

'- k△〆､ .／〆 ／
' 、、 〆7，570m
／

△チョモラーリ ガンカル・プンスムー
ダ

" 7,315m

日程概要

3月25日成田一北京（飛行機）

26日北京一成都（ ′′ ）

27日成都一ラサ（ 〃 ）

28日～31日 ラサにて出発準備

4月1日 ラサーモンダ（ジープ）

ぐカルジャンから見

たクーラ・カンリ山

群北面

(左からⅢ峰7,381m)

(Ⅱ峰7,418m)

(I峰7,538m)

登頂予定ルートは

Ⅲ峰とⅡ峰のコルに

続く雪壁を予定。

E－

可

(撮影保坂昭憲氏）

*患龍‘
湾

司
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隊員名簿

|蕊羅誤僅艫麓｜
隊長：山森欣-(YamamoriKinichi)

①1944年2月1 (53歳）

②〒134東京都江戸川区

③日本ヒマラヤ協会盃03-3988-8474

④山嶺登高会

⑤1975 インド、ヌン(7,135m)副隊長

1978パキスタン、ハチンダール・キッシュ

(7,163m)副隊長

1980 ネパール、カンチェンジュンガ(8,586

m)偵察隊長

1981 ネパール、カンチェンジュンガ隊長

1982 インド、 クン(7,077m)隊長

1984中国、ナムナニ(7,694m)偵察隊長

1985 中国、ギャラ・ぺり(7,294m)偵察隊長

1986中国、ケニ(6,204m)偵察隊長

1987 中国、 ラプチェ・カン(7,367m)合同

登山隊(チベット登山協会)隊長

1989 中国、シヤラリ(6,032m)隊長

1991 中国、雪宝頂(5,588m)秘書長

1991 中国、 ミニヤ・コンカ(7,556m)隊長

1992 中国、ムスターグ･アダ(7,546m)隊長

1992 中国、 クラウン(7,295m)隊長

1993中国、ユイチュ(6,179m)隊長

1994中国、 ミニヤ・コンカ(7,556m)隊長

副隊長：樋上嘉秀(HigamiYoshihide)

①1944年6月19 （52歳）

②〒537大阪市東成区

③交楽荘薬店a

④大阪わらじの会

⑤1993中国、ムスターグ･アダ(7,546m)登頂

1994中国、ユイチュ(6,179m)登頂

1995 インド、 ヌン(7,135m)副隊長

1996中国、チエルー(6,168m)

登筆隊長：宮崎久夫(MiyazakiHisao)

①1949年10月2 (47歳）

②〒285千葉県印旛郡

③㈱丸豊

④雪と岩の会

⑤1974 ネパール、ツクチェ・ピーク(6,920m)

登頂

1978 ネパール、 ヒマルチュリ(7,893m)登

頂

1981 インド、ナンダ･カート(6,611m)捜索

1983 インド、ナンダ･ｶｰﾄ

1995 インド、サトパント(7,075m)

隊員：干場晃(HoshibaAkira)

①1951年6月14 （45歳）

②〒924石川県松任市

③㈱ソティック

④松任風露山岳会

⑤1989中国、シャラリ(6,032m)

隊員：太田康夫(OtaYasuo)

①1953年3月26 （43歳）

②〒72l広島県福山市

③自営 ④無

⑤1990 メキシコ､ポポカテペトル(5,452m)登頂

1993中国、ユイチュ(6,179m)登頂

1994中国、ルンポ・カンリ(7,095m)

隊員：伊藤政義(ItoMasayoshi)

①1954年1月13 （43歳）

②〒511-05三重県員弁郡

③員弁郡農業協同組合

④三重泗岳会

⑤1982 アメリ力、マッキンリ(6,194m)登頂

1992 ヨーロッパ、オートルート

隊員：吉田健吾(YoshidaKengo)

①1972年10月1 （24歳）

②〒001札幌市北区

③フリーター

④北海道大学WV部OB会

⑤1993 ネパール､ロブジェ東峰(6,119m)登頂

1993 ネパール、イムジヤ・ツエ(6,189m)登

頂
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CMAへニンチン・カンサ議定書送

付

ネパール、国際山岳博物館協議（於、

HAJルーム、山森）

クーラ・カンリⅡ隊合宿（大阪）

東京集会（18名）

小島六郎氏葬儀（於、東京・宝仙寺、

遠藤）

谷甲州氏を囲む会（於、ルーム10名）

21日（火）

■寸感■

23日（木）ビヨンド・ リスク、冬のデナリと久し振りに興

奮できる本を読んだ。 2冊に登場する、既に山を

リタイアした人が今もいきいきとしているのが嬉

しい。 (Y)

24日～26日

27日（月）

28日（火）

庫悪肩旧罵（'月）
仕事始め

CMAにクーラ・カンリⅡ依頼文書

ヒマラヤ303号発送

第18回インド・ヒマラヤ会議（於、

かんぽヘルスプラザ東京。参加者36

名、遠藤、山森、八木原、尾形、寺

沢、中川、野沢井）

ユイチュ中止通知

ニンチン・カンサ合宿（於、ルーム

山森）

第4回中国登山研究会（於、かんぽ

ヘルスプラザ東京。参加者35名。山

森、寺沢、中川、野沢井）

31日（金）ｊ
う
う
ｊ

月
火
木
曰

く
く
く
く

6日

7日

9日

12日 ヒマラヤNo.304 (3月号）

平成9年2月10日印刷 9年3月1日発行

発行人稲田定重

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170 東京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」

ｊ
ｊ
金
土
く
く

日
日
７
８
１
１

19日 （日）

THEH
■

定

臨邑壷聖一高山病対策の必

－‘･澪
－

コザ ア ロ■ー －－TF－ ～ﾏｰ L
一一 ” 匡一 ､西 三一

・煙 凸 ＝
EE- . : ""if＝

ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒｰﾀｰのﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)
●パルスオキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店： 日本メディコ株式会社

レンタル・販売問い合わせ先 ：株式会社テイ・エッチ・アイ
〒135東京都江東区木場2-5-7 KHビル7階
TEL : 03-5245-0511 FAX:03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）
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111 ′…S"70m
、

:'

幾

４

冴

酵

蝦

詞'ろ,齢言う個別輔舵
遠征隊、トレッキン叉秘境への旅

あらゆる申請･許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など

お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしますも

"剛妃鉦元禮をBO3-3574-BBSO脇 〒'05東京都港区新橋3-26-3会計ビル4F 三井航空サビス代理店2452号
………r汀

画

トレッキング・登lll隊のI汗可取得から航空券・現地f内dまでおI)|き受けいたします。
～ネパール・インド・ブータン・パキスタン・東南アジア・アフリカ・南米～

懲彗壽耐遊滋縁
トレッキング･海外登山

シルクロード･秘境旅行

のパイオニア

東京本社〒101束京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店ｱﾈｯｸｽ5階画03(3237)1391(代表）
キャラバンデスク〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階盃03(3237)8384(代表）
大阪営業所〒530大阪市北区神山町ケ4北川ビル5Fa"(367)1391(代表）
カトマンズ営業所JAI HIMALTREKKING(P)Ltd. P.0. BOX3017KATHMANDU. NEPALa221707

運輸大臣登録一般旅行業607号

蕊篭 欝謬鍵蔦菟胤“

勢
麟
《
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"C"，〃S "SPOR
●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1-1プラーカ3Bl念025(240)2316
●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1-8か022(297)2442

●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通'-10-16冠0196(26)2122
●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8盆011(222)3535

●ルート36真栄店／〒OO4札幌市豊平区真栄一条2-13-2冠011(883)4477

●北十二条店／〒001札幌市北区北十二条西3-5丑011(747)3062
●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5か011(219)1413

●旭川店／〒07O旭川市六条通8-37-2念0166(24)5300

●外商部(メイルオーダー)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3窓03(3200)7219

●登山本店／〒169東京都新宿区百人町2-2-3BO3(3208)6601代

●スキー&カヌー本店／〒I69東京都新宿区大久保2-l8-lOaO3(3209)5547代

●新宿西口店／〒l60東京都新宿区西新宿1 16-7冠03(3346)0301代’

●新宿南口店／〒l51東京都渋谷区代々木1-58-4壷03(5350)0561

●神田登山店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1 8念03(3295)0622

●神田店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-4冠03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lO1東京都千代田区神田神保町1-6-1念03(3295)6060

●八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-12冠0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒192東京都八王子市横山町3-6念0426(46)3922

●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4か0492(26)6751

●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123冠048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5 3か0273(27)2397

●松本店／〒39O長野県松本市中央2 4-3盆0263(36)3039

●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2 5 1念025(243)6330

鍔
事務所／〒I69東京都新宿区百人町l -4- l5a03-3200-IOO4




